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1　は・じめ∫に「・L・評　　　 ［二・澄　．

詠勘ってV・る諸感覚の観樋は，すでセヒ胎

嚇獅麟纏力は・．，出轍鰯鱗、
漉とげ，解躍灘の鞠期に南る嚇醜ら欲
その纏融騨哩要響堺たすFとが1’勲
面磁嶽よ蓼明が雌れ誓照、慣謙能の蝿
聾ひ硬は嫡発達髄薫嬢騨与え纏號ガ雛
の鞠観も近年さがん糾け繍るま荻妨騨，膨

が浮1嚇の麟縫麟や舞¢オ樋る締ぐ？
いては，ま港不明み点が多い‘そこセ，”乳児期め臆覚肇

、縄晦輪騨晦晒かむ、嫡蜜苑
れわれは，実験研究を行な5計薗をたてたが，先ず実験
に先寿ぢ，乳幼児め聴覚能力お発達矩聴覚鑑蜘弐’クリ…一

三ジグデ入艮、ついて藷函ゐ多ミの棄験結菓尋文献の考

察を徹っ嬢｛るN6ガセh6r五，・・む梅芝L・D・w血s・瓢P・

著勲囎、多πC繍勅（William蔽珊舳二『α1・レ

蛤？4）」・を読み，文献研究を行なった。　　し 「　　　
一

　人ボ稿では，　「聴く活動の発達」ど『乳幼児の聴覚鑑別

畑リ解ソグテ繭㌔の載り，：麟能赫捗一勘
』ジグに特に参考に壕おと考えられ葛部分の橿要を紹介ず

　る◎　　　　　　　　 　　　　－－

乞聴聯能の発達 　、・3　．． 》

　乳幼児あ聴力検益を行な うには，・どうしても，乳幼児　

、の聴く．行動め発達につ》倭理解しゼおくこと力必要処あ

　り，その聴覚機能の発達について洞察を深めるには，実

験心珊生理学，1精神科， 丸小児科，耳麟賑科な’どの参

野で，、乳幼児期の聴く行動を，．』厳密に生活年齢に関係づ　

　けて研究し乞きた人惹の研究が知識として役皐うにぢが

　いな恥。　　　　 一∴’・！刃－ 　・

　「1）‘胎児期の聴覚　　』　 　　謁・ ｝　　ソ’

　　耳m6斑1964） らは〆人間の内耳の蝸牛は，』妊娠20遇目

　　　　』r｛こ・　　　一　＝　　　　1　　　　監μ！　　　、（・、・　卜1ド

勲煙騨熊力神，り績難瀧
テズ1トに関する研究．（T）’4『

　仁、 （し粉［L　【「　i　　　 　r　　　玉　　・』

」りミ欝．llさ塁。　　 』』 縛謡罐、産．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』研究第5部萩

　　　　　　　　　　　』・　づ・〆（ト‘ぺ　、研究第6部 ．1野．

　、坑　　　　　　　’　　　　　＝一’　、　戸1・二r〕㌃「トrべ　4玉駒一粘へ

、葡調「．舞・章購く行勲騨、，』1

r

　　ず1 ㌧ヤ『1

藤寿モ躯1
原英、敏、

田．雅・子

　　　』〆

齢，正常な戯旛戯豚鴨鼻盛欝内に
齢蹴ま騨k繍勅輔を積蟄晒畑豆蝿
q赫癒毒紡蜘蘇つ砂たマイグ鴛贈
鱒じて・、糊梁噸轡癬ζ薄、礁難
俄その純章曝麟欝児の醐婆度9増拶講
さ厩こと 耀告した．働こ軸ch（1968）は・．．羊水σ

磁施没，鎌樋師號み敢齢雛まざま
循磁鋤韻を雌した鮪内の背景儲と・し盤
励旅（1分商1こ8翻力・顎・懐ち～の猷獅きが続

力、，厩勲灘蘇翻潴齢滅蝋「』2σo蜘画
56・Hz，・24d氏 ・d・麟細2・σ・耳z，48dB卜互・・6麟

姻Bであ凝と報告びだ・始児磯力にうヤ玉《 φ酬1
らめ証明ば，・1子どもは，Pモ聴力に関ずる限り，1白紙状態で

生れてくるめではなぐ，摩新生児ば，生れぞくるま庭に少

く芝も，4ガ月間，マ流体歯蓮ぜて遙ほあるが，さま・ざま’な

水準ゐ聴覚的ジグヂルを聴溝ているごどを示じ，（・乳幼児

の発達につレで研究ずる人々にどら！て，1＿の出生前の聴

力の現象は，二．後にな．うで幼児が種々な音がターシに反応

ずる心理学的な特質を予測す葛のに役立つ6・ただし，全

体がらみて，現在の時点では，1胎児期の聴力を検査する

臨床的な目 的は，ほどんどな彫よう一 思われる。　　・・

　1 2）　新生児め聴覚　　　系じ・　玩＼

　　イ）親刺激　嚇き一『』〔』1耐
船齢細建雌、融舩誘ぬ転樋眠
ーでなく醸に錨蝉嫡翻灘勘1う蝋れ靴
い世界の観実に適応じでいがな壱ナれぼならなゼ‘一その為

鷹どの様な聴軸燃吻であ斎ろ）渉轡騒
の一一 を紹介する6 冷　い・a？　 　F》卜

）、i胎児は，く栂親の心搏をぎき慣れてい るので！桝界

にでた初期の頃は，k同じ音で効果的に静がになるだろう；

　という仮説がた悪らiれて“るポBraごkbiIL｛（f9〔お）！iら’ぱ漣（

　チ誤ブ1㌧吹ぎ込んだ心搏ほ，他め督んな持続じだ低》糊

波数砂刺取よりも乳児の動尊をいち壱苦夕効果灼犀抑制ず

　　　　　㌦‘
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　る一つまり，乳児の心縛と呼吸の速度は減じ，泣かなく　　　　・）．新生児の状態と聴覚刺激

なり・動き愉る『という凝鵜しな・ レ嬉、、噺魍働を雌するのに，新生児の状態と聴覚刺
彼らは・更剛の鰍（19695を行ない漸生児には，灘受け騰め反齢臨について，以下の魏知って

単調な低い周波数の音がいちばんよレ・聴覚的ななだめ役轡純と懲堺であ聾、二

さ撃るが・その聴覚轍こ加えて・光とか醸1 そる まI　iBench（197、）は，正常な新生児鰍こ95dBの

れるとレ麟他の聯卿激が少くとも』っカ・二つ与え広周波猟の囎をきかせる実験を行ない，r反腰化

畿響選よ墜だ塑1轡’ことを見噛刺激を受ける以前の状態力鞭あればあるほ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ど，刺激を受けておこす動きはますます激しくなり，初
　　li 罐帆鰍ご囎剤や蠣剤力宝用いられるめの状態の動きが激しければ激しい鵜動きはますま

時乳児の中枢擁系が介在するあらゆる機鰍姓磁じてくる」と述ぺている．つまり，どの継児も，

後数時陥下することが予想されるこd一津目しなけ、騨刺礎牽ける以前の状態によって，動きが厭した

ればならない・罐中に母親に撚力＝行なわ繍と，出1一り誠少しだり，撚変化を示さないかもしれなし、．し

隼後調甥の視期激対する邸カヌ線、日間職さたがって，Ben6hは，新生児を検査する鵬，確実娠

悩匙 趣echle「．』（・964） 晦・だ睡よう1こ，，応変化を得るためには，動きの少ない臆の蹴検査す
N・；tne幅礪庫麟でも・瞭だう砿3糊あるようにとすすめている．
新乍騨覚ゆこついても1 まざ噸Pヒとがいえるii Bench．（197・）．ちはまた3…Hz恩蜘 ％
こ弟鱗して脇継を脚る時をヒは1騨d阜・95軌三鰍なった韓騨に対、す碗児の
は・ この騨鱗入れ噸く．ζ、と1瞭である・反脚ようと，、まず緯醐を受嚇嚇を

　　iii 恥nbe「g〈1970）酔ま・ 囎瞬喉常勘る1（探いねむり）・2 （浅吻⑳， 3（磯曝＞．と

とわ力読縦皐も鋤て・戦脚漸隼児は澗波等級づ弗その雛縦児郷方期野、融慮

鵜鰯 いろいろな次乖の刺激嘩グく音を弁別でき圧水靴刺激を受ける前噺生帰の状態の両方に羅

う鞭し婦・ した施て滑圧蝉を操作す榊さ褐 こξがわかた9状騨しては，2（帥むり），』
経細胞の桝ズ4は・雌時吐分鰍している可能1（深レ蜘り），3（手足藤〉の順で擁娠騒
性があると考えられている。彼女に零れぱち低周波は・ド　　向が桑ら弗た♂すなわち・浅いね幾りの扶態“〉ξきに，

乳児に渤き鱒めるか沸制す鋤馳もたらす漁いちばん群原応する餉がある，。

ヵζあり』』闘蹴むしろ苦糀碑おこ碓質をもっ ili

Tay1・rとMe寡噸、（1972）も勲，雛脚
てレ’る“しか・し・4000Hz以下Q峨のシグカレは・蒲撒を・継児の橡査賄漁変靴勘，・浅いねむウ

に醐の シグナルよりも・ 2働塾3倍反応を醗する・壱纏覚轍こ対する反応を評価殉に髄鰍駅
・ivrEise且berg』（197・）は・』款鍾の敵上げたりあると鮪して鴨．

彼械・225額正常、嫡生児
下げたりする3周波パターンを恥話しこ・とばのよう壱こ・95dBと1・・dBで，単独と籔曝な姻灘籟

なシグカレカ噺生児に反応をお；させるの曙しい効尭・・いちぱんあつう｝こみら都た鴎捌囎，’．
目鋤果があるように思われるという研究結果を報告してい　　きと身体の動きの反応

であ づた。、1浅いねむりの時の方
る・縦児がすでに選択的に燗の話し・こ とば次元のシカ～・覚醒して喝時也』：静力蝋態で蝸騰 残，た
グナルに反応するというこの発見は・・』臨床家1こ臨床検査　　びたび，より・強い反応がおこった。

灘難鶴雛高壕灘、窒た麟灘欝鑛難峯
鵬えられているσ・　

一“ こ・ 　月か躰が動い焼浅レ勅りの状徽融蠣
v・麟轍吸化嘲し一鰍slgy〈1962）は・予し・働購もみられな賜飽，深いね碑鰍駅

期しない．70dB、の騒音が2，3／1000秒以内で最商の強さ　　あると判断した。

に達すると漸生児は目を蹴び？く1りし・心髄度　v轍燗する限り． 、・捲の鰭灘反嚇転
岬まる・肋し・ そ胴じ駝力籍秒して最も強くするのにし・ちばん効果的であること，2）；番目、には蹄

な腸餅縦児は目を開き・』rまわり・齢まわい鵬域轍がド3）三翻壱こ，蹴した縮鋤揃である
速度は減少する：餉があることを見㌧・だした揃者の反ことを見いだした．Ling（197・）らも，狭繊轍は、．

・応は購的であり・1・儲は・鰍を示しエいる反応とみ反応をひきだすのに，調整した縮にまさると吃、うこと

なされている6～　　　　　　 を見いだしている．そ属Taylq坊は， 検査セこは，
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・狸と広の両帯域菊」激を用レ～ると を，∫ 検査を通過蓉1讐るの

に，1 一づ以上4）反応を求ある之ど1をす鋭めているぢ嘗！’

　　ハ）新生児の活発な友慮ill』il幾蟻1・ （＝玩へ☆1・・＞

　新生児の聴覚機能は，・研究ができる限り早』く行なわれ

る年齢ですでに能動的に働・ぐごと を以下め研究は示して

恥るず』脈1 　｝』、　　』∵ liiくP沖1』・㌧是．二1、：＝1』…　　、　

　 「i　l・B直tt6孟ela （1船8〉』1ま1 ！4名の生後！1日め新生児

応，亙ヂ遥ザ比吹き込んだグデジ》ク‘r・栄1ど』ラ；鴬・声楽

！など4）音楽をぎかせ，そ・め反応を観察 したず音の脅るお

じ構り 昏ヒ よりi新生懸諒患いが けな婚・勢～のまし・吸

引反応を示しセl　l音楽あ始まり芝分れ自 を統制した。、ど

グ）新生児電5ヂ6愈のテヌ＝トに一質む宅反応rしたぎ“とめ

研究により♪新生児たちの聴｛く機能ほたしかに受動的で

壱まないということ力書わカ㌧るら・』＝：・』」 lli、IJ・ F
『、

、㌔ のよ1う．に聴覚機能が早く加ら使用できる一こ1どは1く十

分に残聴能力のある聴力障害をもつ乳児に補聴器を早期

に使用七て，，その聴力を生かすことボで唇るという考え

・を強め させるざ．悔L経ン凱＼一’てパ…i評2，』，1研号 i』

　．i正 1トD面ns（i◎67）1はll ’以下め よ♪ら鵡新生児の音に

対する’さ まざまな行動反応め・自録をつぐり，1またこうし

た反応を観察する方法を示fし1ているよ

1ま仕だき，・または，＝まぷたの動ぎ所1、　一ぐ』・　パ・

　！こゐ動き1訂劇　まぷたあ小き壕早庵・狭窄がら， 膚根が

よるほどまぶたをギュヅ乏閉童るダ1ま塾め範曲があちよ．

これは1また〆顔』を諺がある反応の」部にも・なる♂時折1

まぷだめ軽聾・震）竜もみちれ』るざF∫反応め範囲に捻ド凄〉』ど

んなに小ざく威も明確びまミばたぎ郭2）f：ξまぶ廷／が震え

る，ン13 ）1まゆげも含訪＝ζ，3眼が紋縮する1』が含まれる5

眼め動きには，準しばしぼ∫しがめ面淋伴う。疏・1・』・点』

』、毛」自」あ皮射 ・： △∵』’r　l l　l・

一冶・轟覆 ㌔
f＝ll

・卸とれほ1湿まげ㌧しい驚示1之』支応で1 1さ身体全体をぐづ乏鋤

1がじド腕を是を丙側ぺひき寄せお姿垂を濠るる時夷1｛ど

ゐ反応に許腕年足が振り動し菟たり1：1 1震え充・り葦葛動作が

動きの鉦ぐ・威∴㌧ トベ冠・説1照（ヤ1即

　この反応は，乳児が元気よく泣専遼C・遙めお暁濤》建を

バ虜蝋タさせ受重・お時レごもぢ淫1ぢま姿みぢれるど著がき

とえる』と，峡時にほ：貯ぢゴっどの間〆蒔セ菖ま野少∫じ喪い

問♪ 1泣にと蹴手足の動き科賠に醗勧がみら
れる。 また許ただでた’らあの動きが続いtぴる場沓1ご音

がき乏える’と“動きがとま葛場谷1もある♂友応の範由夢

b・しゆぢぐ駕1櫨騨む51笏ン擁捷の商でも』
腕や足を象表バr女させお動き矩，頭〃）鋤ぎがと』ま・る1』

3）ゆるやかに進行しそいた動きが溝静まる舘1』）ぐン1』「

・ 「羊建あ動ぎ1し 」ト 1’』・斡i繍ヱ。』mガンつ1：義 …

乙’ヒめ反応ぼ｝臓ぷづう讐乳児渉静かに休んで：いる時にの

みみられる番音ボぎこえる「と1｝二手，ll腕裏だは足汐）ほち1き

ンリrし五動きがみられる変時に’はト；病の動ぎがみちれるヒ

乏・もあるも 反応の範調4／）腕レ足または1手め動きL音

を聴ぐ．以前にほ全く静止しrでいたが一震えさ えOするか

2）先きのでたらめな動きよりも明確に強く，・もヶと急

一な手足二〈または肩）．の動き6　韓露1、γ1 ＝』ジ雇』」1召　i；1

　音から頭をそらす，または評音め方べ頭を向け『る一i・七

　膏の方へ頭を向けるか，音からそらすかの∫どあちかの

反応は，ふつうによくみられる。どちらの反応も有効で

ある。頭は、右方か左方へ真直ぐに向くカ》許ある恥は，

首をめぱして，頭を上方へあげるかもしれな毒1獄反応の

範囲＝1）頭を音の方へ動かす。または音かちぞらす，

2）首をのばすこ・とも含める上が下外の動き，㌦3ン1睡眠

からの覚醒にふつう頭の動きが伴う。、、 ll　rl映．ll・』1

　顔をしかめる　　　　　　　　　　　　嬉N轄1氏

　まるで音に抗議するかのように，突然顔にしあ1がよ

り，眉毛が下方にさがる。眼はちょ1穿との商、：開いて閉

じるかもしれない。　　　、　　L巳接 』・ 誌ll ）・曇

』吸う反応

これ』硅；羊審ぐを経kl内剣べ咳癖込むか1尭釜：嶽咳ぢ活

動かである。吸う活動が検査を行なう前におごってザ・た

かど嚇観察咋：おく潟注憲じな瞭ぱ鵬な鱒吸

う活動が検査め前拠お廟せL瓶場盈鮫応勘な舜

慕離雛撫轡鱒働聴，難
魔醒ギ』1’洩二1駆ドゴ齢‘ 頭∴・ジ ：仁1朱』暇「』（静く＝“

・：

ヒあ友舩1乳琳鰍乞繭セい論〆ヌ醜亡そ

いるカ｛静かな時にのみおこる、身体全体が覚醒するど友

応の範囲：エ）いダく塚添醸逡虜ぎli 身体至微産経い動き

がぢ強“動ぎがお亡塔卜遅2・多1身律歪体がわず男難こ震え

…るぎ 愈漁摩 、　！ri㌧1 ’」 ・法☆・1二：1盲』ド

♪rlご編瀬嚢頻あ繊万・ 亡嬉踏ぢど編醜縄

弊煮卵きi擁糠黛雛！懸沸轡う
める1あるギ～は，呼吸の ウズ讐ックなバダーrソを瞬時と

ある，監淫“ち友慰寮器芝…お誉蔑察暑濠ド穫査前あ呼咳会

ターソが蜘趾縄疑跳秘羅秘矯繊猟
ぱなちな》㍉。；♪ 汐』； 二識1）3三w亀d．茄二腰ニン’…

・眼を開ぐ註乏；…　　、写㌔ノ：（只済rrン粘甲へ ムゴi脈

F概兜繊女幡時吻よぢとあ間だ1貧郵齢痛
よ傭犬ぎ儲ぐか もしれな嘱1友応あ舶※b鴇膜

を謙如・嶽齢・ち如鏡腸ぐ5池油じ厭齢場
両眼を開ぐ，・ 3＞ほとんを気参渉な蔚ぐぢ赫おヂぷシこ瞑

翻U・循毛栃げるよ溶・し 1一瞭螺 ・￥霜1’二1
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　上述の諸反応曝，．ふつう，呂000Hz周辺を中心とする

狭帯域で，．90¢B音圧水準のシ、グナルを，保育室できか

せた時に，観察 され窄ものである。 こケした反応のすべ

ては・防音室で〆 乳児が静かにしていた 弘 眠っている

時に， 35 ～45dBのより おだやかな帝をきか甘る時にも

みられる。．

　iii　Eisenberg（1970）もま・た次のよ うな新生児の音

に対する諸反応をあげ鷲野る。 l　l　』：．ぐ1う※ ．いrで

　明白な反応

　覚醒、

身体全体の動き．

　定位行動一

，　頭を向ける．』　。

　　眼をみひらいた・、≒何だろうヤという顔つき　

　　瞳孔の拡張

　運動反射　　　　　　　　　　　　　、1尺．』い ．r

　、顔をしかめる

　・r本明旨の変位

　泣くまたは泣きやむ

　心臓の反応　　　　　　　　　　　　　、．、

　二相性反塔（減連一卯速）またはその塚対（加速一減

速）

　潜時は，二．モ出たり消えたり毫す多甲是の信号鰭反応する

場合の方が廻1音調連続の信号に反応す局場合より鐸い6

Eisenberg　l駄れば，これらの選択的反応の多 くぱ，

神経組織のより高度な・より選択駒な水準をあらわす。も

のであり，乳児が詣しことば次元の音に反応するのは，

音刺攣鱒対す登もっ と高摩蕉過畢参を年すう こぐを不し

∫い斎9

　，声》 音り習熟≧中枢神経系の聞麗』

　i　恥senbe壌 （1966）・は，：瓢児の鱒≦行動に騨連し

て，音に習熟することと，中枢神経系の統合能力との関

係について重要な研究結果を示した。正常塗劉年場鱗，

短時聞で反須刺激鰭習警し，、票零蚤塾き厚疹は準少した

抵 卑枢押舞系琴問題啄）あ否新隼堤鍵1、緯：ワ奉え ←きか

趣硝響的鶴レ謝す販嘩鐸鯉昼；とができ
なか？尊・ この現騨油騨遜卿駆確認するの
に、 不型肝、ン塑導塁ζ1しズ恥疹舛う・、

　ii　KaganとLewis（1965）壱ま，反復してきカ・せる

聴覚刺激に対する心搏の減速を，モデル簗得¢）不ビrド

窯副舞すう凶リタ蔭∫用い，反御聴覚信号のあと第心

聾り滅連が、も碑やお三ら蓼くなった時に，寒全な反応の

涼舛1熊つ批考え衝孕櫓ζ 弓¢1dbeτ9 （1969）

セよr反復潭号瞬暫すぐ反応潔少り乖嫡・テデル獲得のス

ビードを測定するものであり，モデ西講成システムの効

率と関連レてい畜」 と考え，ている◆彼らにとって，反応

の減少とは， 感覚疲労とか神経調節によるためではな

く，認知過程の成熟の指針掌りで昂る。

　iii・反応減少をネクリャ苛マグブロ トコルに用い よう

として， Brβqkb坦と・DOWnS（1969〉は，ハイリrスク

未熟乳児と正常乳児が10秒間隔で，きかされる90dβ麿

年の白色雑音駈どのように習熟するか比較実験を行なっ

た。ハイリスクグ々一ブには，消去前に平均28の反応が

みら菰正常グルーブには平均17り反応がみら郵た。後

のDown球こ隊る同様の研究でをヰ， ・前より短かい3秒間

隔で音をきかせたが，」30名の正常乳児に消去』まで琴8り

反応がみられ，30名のハイリスク乳児乏；18の反応が参 ら

れ牽5牽だし，この知識をま，まだ実際のスクリーそソグ

ブロトルコには用いられてめなヤ・。

　iv』Schulman（1970）も，中枢神経系に障害のある

乳児は， 音に習熟できないだろう．という仮説のも．とに，、

ハイツスク未熟乳児，ローリネク未熟乳児，，正常熟産乳

児各5名に，80dBのブザーを3秒間，20秒間隔できか

せゼ 心郷速度の変化を反応測定とレて用い，比較検索を

行なった。どのリスク乳児 歎僕妊年齢で組み合わされ

た。実験の結果，吃スク児の反応時間は有意に長かった

が・三グルーブ全部鱒有悪な習躰力1みられ，他の研究者

たちのよ う鴎1リろク児の轡合・反応減少はおこらない

とレ）う 尋と を確認できなウ・ ？た。

　，マ　 Norther題らは・ 2燦半の神経系に欠陥のある女

児の聴覚刺激に対する反応を2歳半の時点で御察した

時，本児は30㌣40dB水準の音｝こ首を向けて反庵1でき，．

・話しことば信号が65dBに達した時にふ？うにびっく り

した。しかし，1年後に防音室で観察された時， 本児に

30～40dBの音に反射過敏を示し1帝津登かせられ為た

びに・テ［ ロ7の反射の、よ うな反射を示しながら反応し

緯けな死大きな塚射反応を歩す こち，原醇漂少が蔓い；

とは1無脳乳児の反応と類似．して参り・、本郷壁ヰ凍琳を

抑制する聴覚信号の中枢過程がなく，聴覚成熟の過程ど

は逆の過程がおこっていると考えられた。

　＄）年畢乳堤の麟．
，・ 1届．

　上述のように，聴覚機能は早期に成熟するが。新生児

期以後の聴覚過程について・多くの研究をま・ 乳児輝さま

ざまな音声1こ厘応することにρいて，』：テデ～レがξんな熊

単純であって・も・すば嘩》、しい傾聴反応ゑ示すこと・・傾聴

反応は・学習と認知過程の孝渦画奪あらわすもので第う

こ．と・入ってくる情韓④あ尋部分K災児が留意すうこζ

はや乳児においてさえ，原応に能動的で，建設餉で， 評

価的で為ることを示していう。 例え嬬 ご

　i　McCaffrey（1969）は，生後4週目から2＄週目の
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　　乳児に先づ標準母音と子音刺激を．与え1へ次にそれを対比

　　する母音’〆または子音に変えて ぎがせる輿験を行なった

　　1が哲標準音素から対比音素に移行する時点で1“有意な心

　　揖速度の変化がお1乙る池・とがわかったふい1～㌧∵ゴ』．

　　　i〆Mo礁㌔（1969〉 は1∫＝生後20ん24週目の乳児20名を

　　対象専こ1てb〕ど’〔宮〕fのヒ子音から成る智成気7を1←rチサソ

　　ソノレを煎碇同』じまうな研究を行ならおが，・これらの乳

　　児は，7回目と8回目の試行が終わる頃か倉ある“は移

　　行を反御秒きかせた後・韻暫1ラ～廉蓼繋螺
　　を行なった。

　　｝iiii』EimaSf〈1972）1：ら属｝ゴ鰍児の ・吃lpah’こ・1｛終〕鷲

　　！‘bah’餐〔〆〕 の音韻間の弁別力を測定するのに1㌧条件づ

　　けした吸畷速度の変化を観察した占撒カ月ま匙1矯に 乳児

　　は，P』吸畷速度を変化1させることによづて1．〔芥〕トiとシ：〔零〕・

　　のぞれぞれの音韻の出だし時の特徴を弁別土してや1みこと

　　を示犀勧月までにその変化は、もお1と著し燃ら瓢1こ

　　弁別知覚はρ生後2〆3ヵ月して十分確立される ようで

　　ある乙ぐ黒いζ込㌧ iい1叉　「』い ヒ1㍉ 誉ポニ☆’

　　　　　　　　　セ　　　三》い丁磁磁＜1969）吻実験昏ごよれぱダ生齢朔ま

　　唾壱蕎 乳児たぢは、・身体め動ぎ比ま＝蓼て母親め声がラ’身

　　ル：グ幣正さ糠略搬寄競見知麟肋輿よ『ウ
　　も路母競め声にもら乏よく瘤意するこ≧1を示す。簾売，’

　　き勇胤　6カ月，』』O房月め乳児を対象1冨斗、ろさちな書

　　声k留意する仕方の相違を奪齢本準4）機能としせ捉える

　　英験では評9う月の乳 児は芦 苺親め1自然の声をき気時1

　　ま’り静かになることヂひずんだ声鵬は£・だんだん留意し

　　 な「ぐなるこ1とがわか：づた。，一し：鰹控オビン』 二．、、、、、．

　　．寸：11、F煮edlahde力弓（1970）』あ実験廼は∫1』1生後9カ月か

ノr ち18西月までの乳児に長期にわ楚ぢ衆1 室独創的な玖イ’ジ

　　ヂ装醗により，～rさまざまな音や声をスデレ牙鉄一プゾレ

　　」ヤ品でぎくよちにさせだととろ糞以下の寮がわかった

　　①◎嶺月の女児は〆1：一日に86bb秩r他の幼児たちはン平

　　均120b謁1500秒の反応記録を示l／した5rとめこ とは》話℃

　　銀紛蝦非常妹勲乳児凝ら《チ・さまざま姥
　、や騨を傾聴するこ・とが，11： 一つの好ま1しい活動の型』どし忽

　　思いもiよらない能力となちてレ、るこ とを示すよ②生後12

　・1カ月の幼児は，，活気めないヤ本調子でむや苓る母親の声

　　よ サも見知ちぬ入め明る“抑錫のある声をきぐごとの方

　 ．を好んだ8・＠生後14カ月の幼児は，…1・数日間1』見知らぬ人

　　の声と‘ 「ひずんだ母親の声のどちちを選麟べきかを決め

　　る篭とができなからたが碁突然ド母親夢声を夢中で傾聴

　　まるまぢになっでかちほレr・見知らぬ人の声をだす象恥9

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち　　チの方を完全に無視するよづになら た‘④9カ月梅3勇

　　月め11名φ幼児に家族が生き生きと会話をしている二種

　　のテ■ブをきかせて選出させた。一つは畏いサイクルで

冗長度が高’くド情報伝達度の低し ヅ1煩ブで乳レも賃）卜ρ嬬

短いサイ クル璽冗長度が低“伝達度の高いテ ワブ＝と考

え．られた。11名中7名が，究極的に，冗長度が低く，。伝

達度の高恥方めテ月．ズを選択し尭5 1、・！』　，1：

浴F浴
　，iq＞Irwin：』（1952）・の研究は，5胤生時よ1りユ年間の瓢

児たちの質的♪盈的な聴覚夫力1と弁別発達を示む・てい

るポ彼はli’非常に無ぐ発語する人々之考えられる知的職

業階級の人豪の乳児だち伽ら成るグル唇プ．と長発贈量の

少い人貢と考えられる労働階級Φ人々の乳児たちから成

るiグル［プどを比較ごじた♂その変数は〆前者のグ¢レきプ

がダ乳泥に直接にそ卑面前で非常に多く話し・がけなζ

扉後者の抑騨塑輝たち魯1醐同志鴫話姶う
こ‘とやρ子どもたミちに話．レかけること，が少かづた（こと露

であった♂耳っの！グルぞプで生後約13rカ月頃∫1何かが乳

児／の発声の量と質とを変えて野る1ことがわから夜6拶P常

に発藷量の多映親の乳児だちは，＝使用する音素の質だ1け

でな．くジ、その発声愛をボ、発驕量の少レ ・グルやブの乳児た

ちよりもめっ1と急速に増！し始めたβ13カ月までに∫ll 前者

の乳児たちの聴覚鰍ウ④麺と恥む玄拠廻職1多量

と質の出力に変りっつむる7こオが推論でき多◎．多二くグ）刺

激を舜けた乳児たち嬬泰騨的情報乙を耀択’し玖月分自身’

の聴覚的ヱ濱1〔ド搏湧詔機樽を利用膨る機会1をそれだ蚊

多く痴つ善．≒にな6た塵争マ超ン糎・ダ71〆．ア冨ゾ’ン蹄

凱生後間も掌く進行豊丈瞭くζう鵬た腹雑な聴覚過程に

つ§、㌔ての知識な， ，聴覚検蓋に応用すること が喪営るじ． 媒

鮎旗麟榊鎚憩騨師勲1『韻、“』炉

　聴覚機能の成熟と同時に馨達していく雷語機能がある

が，ll，1この言語機能の発達煮聴覚機能と髪は深く かかわうて

おり1＼特に始めズ¢ン有意味籍がでるまでの前書語期侭お

鵬騨師脚誹弊瀬雛味舳つ・・ll・識〉
膏幼児が言語を獲得する》こは昏長期間ゐ耳か1ら言語ッン

ボルを受入れるiこ≧炉先要条件とな1うている叡複雑な成

典爾謡し二とばを受け入れ，手幼卑の言語構造の母型に蒸

留してい・ぐのにi2力男御工8、カ月の期間が必要とされてい

る。博ぐr l’』ピ ・1

盾》 ～ll寧シ：三L畝二 5ン』オ“：ツ〔ン1

’ 忌伽血岬覇騨響ま誠人の使用する文法騨
造を聴解したむ組織単革塵導ゆる能力は針人間の乳児騰

だけ特牌鰍的蠣弊輝耀齢ナていゐ灘
Le血e憾喜〈二1966〉岬1慣騨甥肋れ始める頃に職
1こめ能力の成熟度は成匁あ約60％に達している6それは

この時期の非常に急融脳の成熟のためである」賓際

書語獲簿を説明す1るのに粛生物学的な働きに依る嶺との

方を選んでいるずこどち垂〉φ理論を支持 しょ㌔うfと磁重要な．．㌦

蛮実は， ・畢期に成熟する受容系があ 蔓歳それ凌も至あζ頓｛
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なって成熟し，適切な時期に使われる ことになる表現系

のためのレディネスを確立するように思われるこ とであ

る。・

　約1年問，　「聴く活動」の全世界にあって1・乳児は，

聴覚機能を働かせながら， 発声活動 も行なう「ていくが，

その際にもづ、とも有力に働くのが聴覚的フオ．雫ドバ ック

機構である。このフィードバ．ジク機構はi 』出生時にすで

に現存 して活動していること が知られているが，乳児が

2，3ヵ月、頃泣き声廼ない発声1』すなわち哺語を出 し始

めるのは， この7イ．』ドパック機構が実際にもっと効力

を生じ始めるからである。真の哺語とはレ親のいないと

ころで楽しい音声の反復を行ない，親のいるところでこ

れらの音声が増加する活動のこ とである。・乳児はこの音

声活動により，、更にフ擁一ドバック機構を強化 し，早く

から自分のスピ［チ活動をモニターする。音の周波数範

囲ばかりでなく，　リズム，抑揚，1田隔の知覚と初歩的統

制は，． 街 5ヵ月頃には，明かとなる。後にみられる言

語機能は， 疑いもなくこの早期の活動に依っている。

　哺語期の初期には， 母音の使用頻度が多いが1 5，6
月頃にほ，子音母音の反復が始まり，成熟するにつれ，

ざまざまな子音系列があらわれる。1こう’した言語音の使

用頻度の順位について， 発声メカ晶ズムの問題も研究さ

れている蕃，Menyuk（1972）らによ』り』1乳児には，構

音するのに容易く弁別できる聴覚特徴をもつ言語音を選

択する可能性もあると考えられている。選択的聴覚的敏

感度と・音をだすことの容易ざ≧爾閃砕静蒸狽写作用が喬

り，両方ともLが芦乳児の音選訳の説明匿な為二 ど思われ
る。」 ll』 　　L　ぺ

　ii　l　Dow血s（1973）らの観察報告によると， 聾の乳児

の発声もこの 5，6ヵ月まではゴ．左常な乳児の発声と全

く同じであり，「親力｛子ど．もに話しかけるとヂ正常な乳児

がする と同 じよう に，その発声を増加するるただ し，．．音

声学者の厳密な分析によると， 聾の乳児の音声の質と正

常乳児のそれとは異なることが発見・されており，DQwns

らは，1その発声の増加は，乳児が親の声をきいているた

めではないことは明かであり，それは，ちょうど同じ年

齢にあちわれる微笑反応とほと汐ど同じよ．う、に，’ノ親の顔

をみることで刺激される前適応的反射反応であると考え

ているポ発声の増加する現象は， 究極的には，㌧コミュニ

ケ【シ皇ン技能の前兆と、なる画期的な出来礁であり、 1 聴

覚的フィで翫ぐ．クク機構の欠如は，1すでに前言語的機能

を阻害するこ乏になる。

・哺語はプ”約6 カ月頃にはやまり，・次の2，・3 ヵ月間は，

むしろ言語音をだすことに目立たない進歩がみ ら・れる

が，この時期の幼児の発声に対する母親ク）1ブィ～ドンくツ

ク及び話しか／けが幼児の最初のことぜを発する下地とな

る。幼児は母親の模倣を模倣しながら，語音及び語音の

意味を理解Lてい・くカ㍉18カ月になると，・、Kaplan〈1969）

の述べているように、 第二連の形態素である叙述態と疑

問態の抑揚のちがいも区別できるよ うになる。 1このよう

に， 言語機能の発達には，、早期の聴覚的書語シンボルリ

受け入れと，，聴覚的7rづ一ドバック機植の強化がどんな

に重要であるかがわかる。、

4． 臨界期についで

　聴覚損失の幼児の言語学習遅滞をさけるには1・ どの位

早く言語入力が必要かドまた，十分聴覚刺激を受けられ

なかづた幼児が，後に刺激を受けとり利用できるように

なる限界の時期はいつか一この質間に対する答えは，．稻

々の機能の発達に臨界期が存在するかどうかに基づく。

聴覚の場合，聴覚的信号はド重要な前雷語的活動のため

に，・ある発達段階でもっともよく受けとられ使 用rされ

る。一度この段階をすぎると，これらの信号の効果的な

使用は次第琴減じるという1こと炉多くの研究によって明

かにされており，
Northem

1らは1．臨界期の存在を認め5

学習の臨界期が大切であると車張している。． E母wa疋d＄、

（1968）、が簡潔にま≧めているように，生後最初Q数年

問に行なわれる言語認知と反応の確立というこの上なく

困難な偉業は，あらゆる正常な人間の有機態に存在する

言語学習のための固有の神経学的メカ呂ズ｛があるか ら

こそできるのであり，この潜勢力は，もし適当な環麗が

それを開発してやらなければ，現実に姿を現わさないだ

ろう。ζの潜勢力は，神経学的有機体が急速に成長し，

可鍛性があ りゼ刺激を受け易い問にのぱされなけれぜな

らない。適切な時期に適切な経験をしなけれぱな 昏な

い。さもないと，潜勢力に永久にのばされないまま聾こな

ってしまう。 乳児が言語刺激を受ける臨界とな多正確な

年齢を正確に示すことは困難であ多が，、・Peロ喚is（197β）

臨 レバノンの施設に収容さ縦ていた湾らゆ多年齢層の

捨て子たちを，養家にひきとられる前と後で検査し，1 2

歳までか2歳前に養子になづた子どめた ちは， 間もな』く

正常な知的働きに達し，養子となった後，・平均！Qが50

点ものびた。・しかし， 、2歳を越えて養子となづた子ども

たちは，養子となる前の経験による遅滞を全く克服でき

なかうた，という研究から，刺激を与えられないという

経験をしたその影響から完全に回復するのに臨界となる

時期は1．2歳近くにあると結論してお、り， 1この報告嫉晦

　　　サ界期にっいていくつかの明確なガイ ドヲイ ンニを与えてい

る6　 一　　』 』　』1 　一　　　r　r1 』r 』 　・｝1
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　、随 r1

臥蒸撒騨揖朱姫緯騨障害・、』・・，圏

　乳児の聴力鑑別テストを行なうのに， こ末梢性の聴覚絹

失と中枢性障喜とのちがい，及び聴知覚の機能段階とそ

の障害について知識を得てお1く：こと，も必要である占1〆需

　』fl 二 GQldst6ihl（1972）iらの説明によれば，』…末梢聴覚メ

カ出ズ云は訟外耳かち脳幹の蝸牛殼中核にある聴覚神経

の末梢部にまで及んでいるσ 中核にあるシナプス入通』じ

ているニューロソは，中枢神経系に乏らてはダ・聴覚入力

ステ寮シ∫ゴ 説であり，，　Northernら壱ま，”これらを， 一機能

上， ．末梢系に含めているゆこの系に副う．どんな箇所にで

も損傷がおこれば， 結果と’して，一こ聴覚感度はおち， 1純音
・と、話7じiこ・ と、ばに対し，、可聴閾値は；さがる6ぺ、、ヤ ご・1い

　h　脳幹の蝸牛殻中核の向う側に碁中枢聴覚系のぢ嵐

｛ロ ンがあり，♪、脳に聴覚的情報を伝達する。r脳の途中に

あるい’く、つかのジナプスは‘・1蒲報を記号化したη，∫1：分析

したりするど・大きな音に対する乳児の首をまわす反射

は賠上オリ舅ブ核段階で取り．っがれると考えぢれてい

る。この段階でさえ，そして，新生児でさえ1』 反射は， r

中枢過程雪抑制沓れるこ：とがで’ぎ る6・既に述べたよう

に，塚脳傷害児が，1その反応を抑制することができないの

は鈍反射を抑制するのに必要な純然とした伝達系でさ・え

噂，『中枢神経蕩害のために崩壊するかちである。・7　袴

撞NOrth窃nl ら1の経験では，」聴覚的中枢性機能陣害のあ

る乳児は，＞r4脚月ごろの方携5ずらとあ・との年齢耳ごぐ．ら

べでもボ：音源の所在をつきとめる能力のあることを示し

がちである。無脳乳児ですら，大きな音に非常にぴっく

りす愚原応を示し，脳のコソトロール漢で煮，参鱒た 夢
に，反応を抑制できないで， 際限なく反応し続ける。Lそマ

こで検査嬉脳障害児に之醗ても，正常坦ζ同じように

　　　　旗

たが加を知覚するび次め領域でほ，11音の大小1 』1高低など

を， 一次め領域では，じ犬の声が天間の声かを区別する質の・

関係巻知覚む詳最高の段階で，Fl話1しごとぱ0）知覚がおこ

＝り詠認知過程に統合ざれ《いそる 』：したがらテて，・最高の段

階の領域演傷害されると， 音はきこえても話しことばを

理解することはできなV掌G61d6t6in （1972）1らは1術側

面φ中枢神経系め傷害すら聴覚の鋭敏さを弱めないと恥

うごとを指摘し1煉末梢聴覚メカ‘ズムが完全であ・る・限

り，1 中枢神経系め拠陽が暮んなにひど『＜ても，ヅ 聴覚感度』

には陣害をもたらさな妾～1ど述べ淀いる。li中枢性の障害と

末梢性の障害には♪竃めよう な明確な区別淋あるが，ン時

には，両方の障害が，同一個人に存在することがあり得

る症例も報告されてい盗。置
iiiC姓alfantとSc簾ll搬9翻ま嘱続のぎ

まざまな水準とそれらが障害された時の問題にういて次

のよ、うに列挙 しているぴ1※1』．1・・lrl』 』ご111 』r』llζ
lrl

，lllii1

・ユ沼聴刺融に注意を向ける昌この領域で機能障害がお

こると，1 注意散漫‘よ活動過多，・i・集注困難がみられるざ録

　2レ1音がきとえたか，♪くきこえなからたかr聴覚的信号

に対する反応活動が鈍いとジ弁別及び音探知の能力がお

ちる。　　　　　　　　　 　　門』 ！ゴた 燕．r♪感1 、r

　 3，、・ヤ音源の所在を知る串音源の所在をつぎとめること

ができないと訴人惹の声を判別するのに混乱をきたす。1

守む1，つの聴覚的次元廼変化すうさまざまな音を弁別

するr弁別とは江二つの聴覚刺激が同．じであるか異な、る

かを弁別することで，障害児は困難である5で』11、・武・

　5．いくつかの聴覚的次元で変化する音連鎖を弁別す

，
獣鱒鞭競轍のグルィあるいはパケγを
1再生させたり1，～分化させたりすることができない。

　6，聴覚胸図畠単の選択一せりあう刺激が与えられ1る

進行する・1靴て陣じ反麟ないと浸搾蛛梢即　「遮厘難考効れる刺激の方に臆を鮒ることがで

鋤児の聴覚鑑別ス鴛縮ソグが奪費要考ざ蝸…由の2番肱漆間の精神活動にはな繁はならない言

かについては，次の2つの理由によるものと考えられ　語能力が，この聴覚能力と密なる関係にあるという亦で

る・その鼎幌撫灘即発達の鞭r聾警＝態《鰻櫓難力を骸している為に言雛警欠け るろ

に，聴覚能坊め発達が早熟性であるという泰で劣る。そ　　う児1ほ数多くみられる。しかも，Tervo◎rt （1964）カ！い
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っいて逢様に，言語機能は， 時間で閉ざされた機能であ

り，乳幼児期の早期成熟期に，不幸に も聴覚禍失などに

よって言語刺激力｛知覚されないなら，言語能力は無能な

ものになってしまう危険があるという，1臨界期の存在が

考えられている。そして，今ま、での多くの経験から書語

機能の臨界期は，生後2年と推定されている。しかし，

子供の聴覚揖失を母親が無づくのに平均して生後11ヵ月

頃だが，聴覚検査を実施するのは，1平均2歳 ＄ウ月時で

あ為。これで嫉すでに言語機能の臨界期、をすぎてしまっ

ていて，・雷語の機能回復が困難である。・そ二で臨界期を

すぎない時点7乳幼児期の聴力鑑別テろトが必要．となっ

てくる。

翠一ス勿惑写の開慮 ・、、、 、 、。、、

　　ス クリ［モγグテストをする時， そのテ不．ト法が， 単

　純で早く出来，異常が高い確率で明らかに される方法で

　あ り1しかも疾、慰を持っている子供の数と，テ界トにか

　かる費用が釣りあいのとれている，ものであらねばならな

　い。 そこで， スクリでニングテストを実施するにあたっ

　ての問題点をあげてみる。

　　イ）テスト間の僑頼性　　　　　　　　　　　． 1し

』

　　テス、トが同じ個入に何度も繰り返し行なわれてもゼそ

　こに出される結果は，いつも同じだろ うか。又，母集団

　、を2っのグル｛ブにわけ，おのおの別個にテストするな

　ら，’・テス、トの結果は，グル〔ブ間で有意な差はないだろ

　うかpを調べる。　、 、　　　　1．　　、＼、

ロ）テスタ、ア囎騨皆
r『

。、．、 　．rで　2人のテスタ｛が，』同ピ子供に同機なテ気’トを励個た

㌻たら，同 じ結果を得るだろうかザを調べる。

　ハ）機能の信頼性・

　測定される対象が，・一一瞬瞥瞬， 又日殉日とかわるべき

ではない6特に新生児の聴力を検査する時，1 乳児の状態

はかわりやすいので，乳児の覚醒水準など生理的なもの

を｝定の水準に保つ必要がある。

　戸）テろトの妥当性二

スグリrニソグテストの妥当性は，まだ絶対確爽とは

されていないが，こ基準テストと考えられている純音閾テ

ス トと比較されて，1みられなければならないらそこで出

てくるのが，感受性（sens玉tiv五ty）と特性（specificity）

の関係である（第1図）。

　感受性というのは，スクリー出ソグテストで異常と診

断されたものの中で純音閾テストでも異常と診断れさた

者の率で，特性というのは， 、スクリ｛亭 ソグテストで正

常と診断されたものの中で，純帝閾テストでも正常と診

断された者の率を示す。

　第1図からわかる様に， すべての新生児を対象と、した

感受性と特性の関係は2つのヵ㌘ブによづて描写1され，、

不幸にも正常者と異常者には相当なオでバ←ヲタ ブがあ

る。そしてより高い感受性を得ようとす為 と， 1いっも低

い特性を伴なうのである。しかし，この矛盾に対してく新

生児期の聴覚異常に対する高危険登録者㌧（イ、イ、ツ渉ぞ，『・

レ鋭スター）のみを対象としたイスラ 等ル の、Fe虹me・

ρ「 ＼　1

第1r図　感舜性と 特性 ．の関傑’
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内藤他・乳幼児の聴覚能力ス1グ広屯ギ桜グデストに関する研究

＄er　l と 恥ub蟹gerrTelL亡〈1971，q972）1の研究では・1

17，000名の新生兎を3歳時ぽで：の17、牙 亘←で，，72％の感

受性と，93％の特性を出せたとしている。この結果は芦

ク．リ殉声泌グテス』ト妥当性を高める為にはμ次の所での

べる様な新生児期の聴覚異常高危険登録児をスクツー昌

ングの対象とする奈が必要となる泰を意味．しズいる6○

　　　　　　　　　　　　　津U　lllト〕 〆V 』1 X・

亀適鱗～イΣイ懸匁 、囎艮、 ヤ，、’、㌦』・、・レ

　どの様な乳児を象＝グリ 一ピシグテス・トの対象とt禿ら

よいかにっい《はごli前述した様に〆スグリー色ヅグの妥

当性を高める為に，』新生児期ゐ聴覚異常高危険登録児を

対象と勘るのがよいと考1えちれるが1』」｝S悔壷afビ（1972

ん1973）尊が1ゴ♪・ ラ悪ヌ1デ！舌『1カンレゼ浦雷廼3， 661名の

新生児を調べた所，1288名のノ・イリスク新生児の内1』i12

名が何らかの聴覚掲失を持っていて，この数は‘嫌》イツ

ズクでな臣正常グル資ブの鋳倍も高恥確率で出現車たと

報告して，シその右効性を証明1し尾いる6．：そ7こ艶聴覚異常

高危険登録児という瑛は，　どぢいう症候＝を持らているの

をさすのであろうか，Downs・＆Siiver（1972〉によ1っ

て提示されたものをあげてみるよ‘， iv㌧弓
と』・ ’㌧壌蔓．

尽聴覚異常高危険乏亮Σ客爵新生児がダ深の症候㊨1，づ

かシ’こ それ以上持らてい逢事を基準どする♂ ㌔虹母評く』ボ

（1）』 家族構成員あ中にド幼児期ド1聴覚摘失を持ち建榔る

　ものがいる（遺伝的要素）ゲ 　　 　　　　 づ～

（2）風疹，又は細胞感染，萢疹などの子宮内胎児感染が

　ある。　　”　　　 ρ弓寡ン 1』lc．』～

（3）耳，鼻，ノドの欠陥，耳の奇形，耳翼位置⑳落下，

8．口唇裂霞口蓋裂ζ（粘膜下口蓋裂を含む）1なぜがある6

（4）血清ビリルビソ値が100m’血清中，20㎎を越えて恥

　る。

⑥、．出生時体重が11，50P9．以下であ多6受』二、汐 ’．パ1

ぐ以上一・ 1写ρの症候を聴覚異常高危険と考えているが11

これらは次のAl i，B窮く）1，ri．＄ρゆチ緯きを昏て・1明らか

にさ、れこる。1㌔ へ〆、』㌃ぺll・ ンニ 1♪　 歌ド、　ノぷ婿’運賊 ゴ、

ゴ
，

A　母親への質問』ドr｛．・1炉』∴1㌧

：〈これによ5て症候（1）（2）が明らかにされる〉ぞ（』4』”

べ・ 質露、・あなたはヂ赤ち 寿んの親せきの者の中焚，望50歳、

　 ・以前によくき こえなかうた人を，だれか知写ていま

・、r
ンー ゐが1？δあなたの，51又？御主人の家族の事を・よ く

　　考えてごらんなさい占　　　　　　　　　　。ト

　　　　答　はい　　いいえ　　　　　1、・心ξ』涯ジ　・r

　al二むしllll・答が，：．い併えであれば，？軍問皿に進みなさ

　　』い。一 1ツ r　、
1一 一こ ンr　lゴ・ ♪、ll一 ♂一1曇《ン（「 ・ン

＝』、b。：も：し｝、1答が，』、はいであれば〆以下の質問に答えな

♪鼻ざいる rζ 詫、㌧言∫ 1”3 一』 ∵亀　： 1こ一 1・岳．k蜘1

．へ蚤｝』その人は赤ちゃんからみ蚤』ζド どんな開係にな

，簗、一 1る人ですか2．ヨ、げ 、ンノン．、、芸1㌧L 』、

　．q三その人は今何歳ですか（？1、1二i甜、、，．、

・1ン1』吟、
㌧損失の起り たのは，r・』何歳の時ですか ？ピ・』・∵rウ

　質■　あなたは，懐妊中，熱の出る発疹を、した奈が・あ

　　りますか？

　　　各はし、彗轍磨仏鱗誉凡≦箪・馨

　顕：ご1藪し運答が，．1いいえ・であれぱ，i質間皿に進みなさ

　　いO　　　　　　　　　　r　』』1 眠～＝1：』’；～㌧
‘

b　もし，答がヂ はいであれば∫1・以下の質問に答えな

　　さい。

，じ8イ諦それは懐妊のいうですか1？ジ、∵ し

　　剛く先生は，1、それを風疹 と呼びま上たか ．？

』、

　　　答　はい　　いいえ
．1質血1 あなだのお子さんが聴力掴失ではなかろうかと

㌃1 二、心配する；i何か理由iが勘りますか・？こ1吸障・・廊

Bき乳児を観察して明ち痂にする。 』 ．曇京』臥　，ビ

（これによって症候（3）が朋ちがにされる黄ン試～ 繋．1ニ　ハ

L「頑蓋裂〈粘膜下自蓋裂も含む》傷・』

・自蓋裂ほ直接観察串来畜奇形では易る力導；1紬膜下亀裂

は医師ヒまちズ注意深之験蓋さ紅多必璽》ぎある富なぜな

ち蓋3粘膜下亀裂ほ先天的な承耳異常を梓ら七賂る雛が多・

V・為であるる』七；ニミ』 ・」－r｝ン1｛1 誤r知い呉♪rヅ1』“ク』・ンIl卜、”F・・

2、耳の異常㌧－苓、錨．ぐ冠く〉認㌧婆獅 な類ン

耳翼の異常と砺てダ蜘な肋う噸・画知れな

砺例知ま，耳翼の亭部め不完全」瑠ll等め如総F牌

珠，』外耳突起の寄形逝墨ポ小呑な皮膚あたれ軽文耳あ位

置が←ドにあらヲきりザる建睾壕妻であるま謙ンtる、∫爵｛㌧’1ン

σ毯学勤記録蜘身醸査樋虞萌らか1酵るも1・
｛（豊れに1よち亡症候¢）③が明らか｝ごきれるづ：1』：了・ ゾ≒1
11汐鉛㎏鳳上めビリ・ルぜシ値があらた旗，ゴ 文壱ま許早期あ

総血液交換がなされたガ？ご 『 ズ1 ㌧＼・ひ

1灘撃鍔輝灘難・…

．灘畿譲li粥

　ごの時期の転　出生時の目標と｝致は1し寮壁御藤 そ』
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れに加えて， 雷語機能をそこなうかも知れない軽度から

中度の聴覚掲失を持っている乳児を明らかにする蛮が，

目標とされる。なぜなら，この時期は，習語発達にとっ

て臨界期であり，たとえ軽度の損失でもト発見の効果は

大きいためである。

5．聴覚スクリーニングの方法

A　テスト法（」，L，Northem，M，P。Downs等にょ

って奨められたもの）

　（1）出生直後の新生児を対象としたもの、

イ　装置

　拡声器は，高周波数の狭帯域で，少なくとも9σdB以

上の膏量で，白色騒音を出すものが基準とされる。

ロ　環境

　音レベルメーターで，テストされる育児室の周囲の騒

音レベルをはかってみて，604B以上の音置であうたな

ら，テスト室を，もっと静かな揚所に移す球きである。

ハ　乳児の状態のテスト前観察 ．、

　乳児は静かに眠るまでゼ テ不1ト逃れ るっミきrではない

カ㍉ ；の年齢の乳児の睡眠の深Lさ：は， 魚々．とかわるの

で，ある毅階にな委と全く反応を示さない危険がある。

そこでテスト目的の為に，最もよい睡眠状態ぐ．される軽

い睡眠状態を維持する為，指や舌で，まぶたを軽くふれ

て，まぶたが振鋤するかどうかを調べてみる占

ニ　テスト手続きと反応の基準

　拡声器は，乳廻の近い方の耳力きら，、前もって決められ

た距難に雌か⑭る。 そして2秒間音湖肇せられる。この

音の終りから後3秒間φ乳児¢）反応が観察され，目がひ

らいたり，享ばたきしたり，、おξろいて体を動か したり

といった睡眠がら覚醒の状態に移行する行為がみられる

場合反応有りζ考えられる6しかし，もし3秒以後のも

のであれば・どんなものでも反応とはみなされない。第

第2図1新生児の聴覚スクリ 一」ソグデスト

1試行後ゲ乳児が静かになるのをみと’どけて，もう1度

テストし，2度とも反応がみられた場合，’きこえたと判

定する。

　（2） 4ヵ月から24ヵ月までの乳幼児を対象としたもの

イ 装置

○テスト用具と して

aスクイズ（搬興）輝
　やわらかいゴムφ翁一ルに穴が1コ訪いている‘これ

を手で押すと，［ウーシ晶といった音を出す。

b　金製のベル（モソテッソリrの教具）

　ベルの中で・もっとも高いビ ッチで・ もっと、も軟らか

いひびきをもったも4）をえらぶ。このベルは， 軽く振っ

た時でも，4000Hzぐらいの周波数と，30dB程度の音猛

を持っているo

c　がらがら

　やわらかい音の出る，一般的に使われているが．らがら

や，中に砂がはいっていて，振ると，嘩サシミ、といづた

音の出るものであればよい。

Oその他．

　母親が乳幼児をだいて，・ひざの上にのせる為のイスが

用意される。又，テスト状況を良いものにする為， 乳幼

児の氣をまぎらわす様なゼ1しかもテストが遂行される為

に乳幼児にとってあまり陣力めない人形1コが用意され

る。

ロ 環擁

　静かな部屋であれば良い。

ハ 乳幼児の状．態

　乳幼児は母親のひざの上にだっこされ，覚醒状態にあ

る。

ニ　テスト手続き

　テスターは乳幼児の正面から左右のどちらか45度の位

置にひざまづき，乳幼児に近い方の手で乳幼児の気をひ

くものとして使う人形を乳幼児の目の前に提示する。’そ

して乳幼児がその人形に集中しているのをみは か らう

て，乳幼児には遠い別の手で，目にはいらないようテス

ト用具のどれか一っをならす。・も しこれで定位反射が

1噛2度起これば，今度は，、乳幼児にとりて逆の位置か

らレ別の用具を使って』同じ富を繰、り返す。なお音の出

し方であるが1 なるべくやわらか く発せられるべきであ

る。　　　　　　　　　　　　）』

ホ　反応の基準

　聴こえた反応の基準は，左右両方からの刺激に対し

て，そちらを向く定位反射が生じたかどうかである。し

かし，この方向定位反射は，年齢によ って反応のしかた

がちがっている上に，聴こえる程度もちがうので，次の
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様に年齢区分をもうけて，．基準をつ くっている。e』』

（1）4カ月ん7』ガ月児，♂〕 賦漁㌧・！ 、鴇：1 ［「IF

　r貌児ば40 ～r50dB：の音源には，1、直接，「 水平方向では定

位することが出来るが，r乙錘直方向・驚（上や下）、にある音源

はみようどし・なし㌔＝「　』〔’ 、㌧　 　　．1 1、1・・　l　l

第3図

鞭

1溶1
㎏11 ’

　　苓

4んケカ月児の反応』r

1陰）△

　　丈ノ』11

レト、

t

』毒
㌧

（2）一7』 月～rg力封児

乳児は，30～40dBの音源には，直接，水平方向では
定位すおごと1が出来おが， 彼の下にある音涼レ毛は，まず

鞭翻讐套謬老轡轡1塵働

　　　　　第4図　7～9ヵ月児の反応

㌧ト　’

≦F　r

φ
1』9瞬，1：

ト潮瓶
　ゆー1 9 』 i

〉　■

』』〆

い　』

G・

髪

”、

凄・

い　

∵愈
　　　　　駕

（3）　9力目～13ヵ月児

乳児賦25渇35dBめ音源レごド直接∫ 氷平方向乏下の一

　　　　　　　　　い　 　　r　l1』 一ヒ㎏r
麹鰹讐楚こ，さ、塑郷、、

　　　 第5図　9ヵ月～13ヵ月児の反応・1

『
，

　　　　δ㌔調』

　　　　　り
覧、

を．r．ミ1酵Pl

軍

恵》

2

幽
、　

（4）』13ヵ月祖6、ガ月児チ』二、」・伸

乳児は，25ん30dBの音源に直接，水平方向と下の方

向には定位する癖が出来るがド上の音源には，ぐまず音源

のある位置まで水平方向で向き，次に上を向・くゆ傾った㌔

二段の動きをするg　　　　　　　　　　　1 』㌧

じ

　一　ド1』第6・函♪捻ん16ガ月児の反応二・ …㌦

　　　　　　　　　（ ■、1・ 』　　　　　　　　　　　　　　』P

へ『・

鳶 ∫

（←）調胡轡層児△k一 』1』、灰
乳児は・25～言・dBの音源に・直観∵水紡馴、隔

下西垂暉方胤に填簸丈資ギ塵鯵馬辛う9．』 』～、㌧、　1，・

　　　　　第r了図瓢6ん21カ月 児の反応1．τ
L＝

　　　　　　　　　　　　　　　▲　　　　　　　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　ト　　　　　　　　　　　　　　　　　■　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　『

　　　　　　　　　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　』7　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　』　P、　　　
　　■　

　　　　　　　　　　　　　　　　　し　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　　1　一　　■
1　　　　　犀　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　
　　　　　　　　　ド　　　

　　　　　　　　　　　　　　　”　
「、2　■、　　r　一

（6）21カ月～24ヵ月児、 　 一L
』ll《・＼r～1：r』l

l乳児はづ∫’25dBの音源のすべての方向にヂ直接定位す二

る一こ1 とが出来る’。　ず ・，　㌧　　， r訴　・∴ 』1　， Yし　＞

　　　　　　　　　　　　　　　牝、∫』と1 　昌㍉
』第8図

｛
　τs一　』

　　

21～24カ月児の反応

　　　　監’　、 　

輸《㌧　■

’駁

〕、

　，（！』∵「し已乏

愚「1陀、…

『」　㌧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　り、
　　　　　　　　　　　　　　ド㌧㌧’1つ’1ン’1

、毒』』読。iン1、』1◇幽！じ1』

　　　　　　　　　　　　　　　引』‘ 旨ジ

＆灘雛轡（脱㈹稗贋響餅1
　これは，年齢区分によって，（1）聴覚，（2）全体の発達と）
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コミ昌ニケーショソの二つの視点か ら発達をみよう1とす1

るものである。㌧

て答え方は，はい，いいえである） 1・

（且） 2一 月児．

〔聴覚〕

質1　あなた妹 お子さん㊨聴覚に？橋て，いくらか心

　　配した．ことがありますか？

質2お子さ峨勢がにねむっ働為聴愁きな音が

，発憲鍵鵯警難轡舎
　　　　　　　　　　　　　　 ζ　　　　　　　　　　　 ？

質1お子さ捗う0苓せ嚇 僻上に舛ます
　　か？　’ 　、』　～、写　！∫
質2　あなたが，ほほえみがけるrと，お子さ充も，ほほ

　　えみますか？

質3聯嶋 同じや堕で！厩轡墜1動
　 か しますが？『

質4　あなたが，お子 さん比何ら’ジ三スチ隔』一をしなく

　　ても，お子さんはあなたの顔をみますか？

（欝肥　．
質1演甑2鳩児曝・遺、琴桐、じ・
質3　お子さんは㌧界味あ多音や，・自分の名鯵をよばれ

　　た時顔を霞ようと曝すか？

〔発達とコミュユ残静！〕’

質1　お子さんは，90度比顔を庵ちあげ，ま6すぐみよ

　　うとしますか？

質2　お子さんは両手をたたいて，遊びますか？　㌧：㌧

質鋭、、お子さんは蚕 、くすぐられたり，触られたりされな

　　くても，わらったり，くすくすいったりしますが？

質4お子さ鱒林？時外イソグしたり・音を出

　　したりしますか？

（1聴籔グ　
、一

　　　　　　ご　　き　　
質1・質2 轡1噸児の質1・即質3と
　　同騒㌧妬 ㌧
・〔発達之気5二｛多嵐望ヨソ〕1

蜘お子さ琳華糞て讃や鵬を昏デますか？
質2　お子さんほ，〆ずわっている時， 頭をしっかり保ゲ

　　ていますか？　　㌧』．1 』ノ

質3　歳テさんは，べ．ッドで寝返りをしますか？r

質4二』お尋さんは，手のとどく所のものを取って，』それ

　　をもっていようとしますか？

質5‘・ お子さんは，』豆や干しブドウの様な，小さなもの

　　をみますか？

（4）8ヵ月児

第14集

〔聴覚〕．

質1，質2は，4カ月児の質1，質2と同じ。： 礼1　ぐ：・

質3 お子さんは，・興味ある音や，、 自分の名前をよばれ

　” るとドすぐ顔を向けますか？，

質4　お子さんは，ベルをならすことやがら淋らをなら

　　すことを実う ；裸本すか？

〔発達とコミ函昌ケーシ3ン〕

　　　　　　　 　ドド 　　　　　　が

質1お子覇靭魁1顧ど照さえ
　　られま膚か？

即お子酬よ・蓼な鵬、紛町麹喜すか？
質3お子鱒すわマ：∫いて 鯉袴伽た
　　ものをさがせ凄すが？．＿一一　、．－’、．『 ！

質4　お子さんは，2つのものを，それぞれの手でつか

　　みとれますか？

質5　お子さんは，ものを片方の手から，もう一方の手

　　へ移すことが出来ますか？

質6　お子さんは，クラッカーを1人で食べられます

　 か？

質7　お子さん揖，．いそいろとちがった音を出し、たり1、

　　ピッ チをかえわ，りします塑？
．r

質8　お子さんは，模倣して拍手したり，同時に手で音

　　を出したワし声すか？＿、

（5）　10カ月児

〔難〕　、．〆・『で　ン守藁》、
質・・質2，寧3は・＄崩児の質1・鱈贋2・Y寧3と同

　　じ・　 3　・」．” ご．一． 周、ξ

質4もし魏燐お論んの昨静出燈とする
　　と・お子さ嶋あ嘆臆ね趣弘』ますか？

〔発達とコミ丘ニケρシ急ン〕

質1　お予さんは，あなたと，かくれんぱ（イナイ，イ

　　ナイ，、イー）の遊びをしますか？

質2　お子ざんは，少なくとも5秒間，ベッドやイスに

　　つがまって，たてますか？

恥騨碑羨期疑、き韻纏畿？鯉∫
　　もとうとしたがりますか？
　　　　　　　　　　　　　　－r いし

rl：
∫r rr「ζ

質4　お子さんは，みしらぬ人に対して，はにかみ，お
　　それますか？＼∴ ”1『 1ぷ1∫　畠津識

質5好さんは・1尽立らて噂状趣こ獣れます

　　か？　　llll　　l∫　 鶏1・

（6）12力朋　複　・ き鞠献卑
『〔聴覚〕　　　㌧、虞，、ρ、翼i夢

質1，質2，質3は，8塘月児の質1，竜質2，．、ノ質3と同
　　　　　　　　　　　、 　．』’ ・＼㌔い　’） r

　　じ。　　　　　　　　　　　
r 　　　　『』』r’》

質4　お子ξんは，あなたが出すいくつかの音を，繰り

　　返して出そうとしはじめていますか？
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